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小マゼラン雲 N66/NGC364という領域のYSOを同定
この領域では大質量星(15Mo以上)が少なくとも3つ形成段階である



CO	in	the	Small		Magellanic Clouds

Xsmc =	2.5	x	1021 Kkms-1		~		10gal

M(H2)	=	4.6	x	10	6 Mo Mizuno,	Rubio		et	al.	2001
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Introduction:	N66とは
SMCで一番大きいH	II領域,	星形成がon-going



CO	in	N66

Rubio	et		al.	2000. Labels:	Contursi et	al	2000
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Gas	in	N66	and	YSOs

Monica	さんのスライド
より一部改変

YSO	SED
=>	Class	I	Type分光観測 Blue:	Xray,	Green:	Hα,	Red:	8μm

分光観測のライン比より
(1)	アウトフローなどのショックによる衝突励起
(2)	UVによる加熱
を切り分けることができる=>	(1)の影響はあんまりみられない



Discussions	&Conclusions
星形成シナリオについて

○ 3つのYSOは形成段階
- dense	clump,	CO	(2-1)がある
年齢は10000~50000	years	くらい

○3つのYSOは同じような年代
-中心のSource	Cが一番若い

=>これは昔提案していたシナリオと違う
中心(NGC346)で先に生まれて、barにそっ
て外側に向かって星形成が進行

○統計的に多くないのであんあまり確か
なことは言えないが、少なくともNGC346の
星形成は進行中である
Cluster	自体は4Myr前に形成されたので、
星形成がずっと続いていた or
最近のバーストイベントがあった

○ALMAで観測したいな〜

HR図上での位置



CO	(2-1)	ACA CO	contour:	on	HST,658nm

おまけ：ALMA	(ACA)でみたN66/NGC364
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